
●●●●がん医療部会がん医療部会がん医療部会がん医療部会

構成委員

公募委員、がん診療連携拠点病院、がん診療連携支援病院、

がん診療医療機関

平成２６年度：１２名 平成27年度：１２名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年６月１８日 １８時～１９時２０分

開催場所：奈良県立医科大学 ３階会議室

参加委員：１１名

内 容：・奈良県のがん登録２０１１年について

・第２期奈良県がん対策推進計画 中間評価のための

患者体験調査・診療所調査・病院調査について

主な意見：・中間評価のための調査について、過去の調査内容との整

合性はどうか。

・手術療法の評価方法（調査項目）について

・地域連携クリティカルパス「私のカルテ」やがん患者

さんのための「療養ガイド」の配布や周知について

平成2７年度

計 画

１．中間評価がん医療分野のまとめ

２．がん診療連携拠点病院間の、化学療法に関する公開カンファレ

ンス（Web会議）の定期開催

３．化学療法医療チーム研修会の継続開催

４．放射線治療地域連携協議会の継続と放射線治療水準向上への取

り組み

５．手術療法の実施体制、リハビリテーション等の実態把握と評価

方法の検討

６．がん診療等について情報提供のあり方の検討

７．医科歯科連携体制について情報把握と関係者による体制強化に

向けた具体案の検討

８．「奈良県のがん登録２０１２年」まとめ

９，がん登録の県民への普及啓発（ホームページ等による情報提供）
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●●●●緩和ケア部会緩和ケア部会緩和ケア部会緩和ケア部会

構成委員

公募委員、がん診療連携拠点病院、在宅医

関係機関（薬剤師会、訪問看護ステーション協議会）

平成２６年度： ７名 平成２７年度： ７名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年７月２９日 １８時～１９時３０分

開催場所：奈良県立医科大学 厳橿会館

参加委員：７名

内 容：・平成２７年度緩和ケア関連事業についての報告

・第２期奈良県がん対策推進計画 中間評価のための

患者体験調査・診療所調査・病院調査について

・緩和ケアに関する意見交換

主な意見：

・緩和ケアを行える在宅医を増やす体制が整っていない。

・各市町村では地域包括ケアシステムの担当課がないとこ

ろがある。

・拠点病院等で実施されている緩和ケア研修会は拠点病院

等の医師への対応に精一杯で、診療所の医師を受け入れ

る余裕がない。

・介護関係者ががんの終末期の症状の変化等に対応できな

い。

・医療及び介護等の関係者の終末期を含むがん患者の症状

の変化等に対応する知識の醸成が必要である。

・訪問看護ステーション協議会では介護支援員の研修を検

討している。

・奈良県立医科大学ではエルネック（看護師に対する緩和

ケア教育）研修会が開催される予定。

・患者体験調査票についての文言の修正や追加。

平成2７年度

計 画

１．中間評価緩和ケア分野のまとめ

２．拠点病院及び支援病院が実施する研修会等との連携
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●●●●地域連携・在宅医療部会地域連携・在宅医療部会地域連携・在宅医療部会地域連携・在宅医療部会

構成委員

公募委員、がん診療連携拠点病院、地域連携担当、在宅医、

関係機関（訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ、薬剤師会、保健所）、

看護師（病院、診療所）

平成２６年度：２５名 平成27年度：２５名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年７月１５日 １８時～１９時３０分

開催場所：奈良県文化会館 多目的室

参加委員：２２名

内 容：・第２期奈良県がん対策推進計画 中間評価のための

患者体験調査・診療所調査・病院調査について

・地域連携・スムースな在宅移行・在宅医療の推進ついて

主な意見：・診療所調査票について文言の修正や追加

・地域連携推進のためのグループワークを実施

テーマ「地域連携・在宅医療推進について」

（奈良医療圏）

・ＩＣＴの使用でリアルタイムのコミュニケーションがと

れる

・パスは患者にとって安心感があるという意見も聞く

・「顔の見える関係」を拡充することが大事

（中和医療圏）

・カンファレンスを毎月開催

・「顔の見える関係」「他職種連携」が必要

・後見人等の意見も聞く

・地域包括ケア、病棟担当者の参加が必要

・看取り経験者の話を聞く機会が必要

・病医院医師、特に若い医師への在宅の移行時期について

研修が必要

・診療所が中心になって研修会を開催しても、行政や医師

会と連携しにくい

・県が市町村や医師会とのつなぎ役になってもらいたい

・拠点病院が中心になり病診連携を推進すべき

（西和医療圏）

・在宅に向けての準備中に病院で亡くなることもある

・入院中早い時期でのカンファレンスが必要

・できるだけ長く在宅でいるためには何が必要か

（東和医療圏）

・在宅医を増やせるか

・在宅医への病院のバックアップ体制が必要

・在宅医と病院との信頼関係に必要なものは何か

・介護職は終末期の患者にとまどうので「終末期ケア」の

研修が必要

平成2７年度

計 画

１．中間評価地域連携・在宅医療分野のまとめ

２．共有ツールの評価と運用促進

３，地域連携・在宅医療推進ためのしくみづくり・研修会の検討
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●●●●相談支援・情報提供部会相談支援・情報提供部会相談支援・情報提供部会相談支援・情報提供部会

構成委員

公募委員、がん診療連携拠点病院、奈良県薬剤師会、県保健所

平成２６年度：６名 平成27年度：６名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年７月９日 １４時～１５時３０分

開催場所：奈良県庁 B１１会議室

参加委員：６名

内 容：・奈良県がん診療連携拠点病院連絡協議会がん相談支援分

科会からの報告

・平成２７年度相談支援・情報提供に関する取組について

・患者体験調査・診療所調査・病院調査について

主な意見：・がん相談支援センターの利用件数は多いが、存在を知ら

ない患者さんはまだまだ多い。ＰＲが重要。

・支援センターでの就労相談件数は、周知が進むことで、

相談件数も増えてきている。就労相談はがんの専門知識

も必要なため、相談員も同席している。

・都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 情報提供・

相談支援部会で、ＰＤＣＡワーキンググループの測定指

標をメインとした指標骨子を作成した。現在その部会で、

がん相談支援センターの利用者満足度、相談件数の統一

を検討しており、奈良県がん診療連携拠点病院連絡協議

会としても、協力していきたいと考えている。

平成2７年度

計 画

１．中間評価の相談支援・情報提供分野のまとめ

２．がん相談支援センターの就労相談の啓発

３．保健所におけるがんサロン、相談窓口の実施

４．奈良県がんピアサポーター意見交換会の実施（済）

（がん患者サロンへの意見をまとめ拠点病院へ提出）

５．ならのがん対策県民提案事業の実施

６．がん相談支援センター相談員基礎研修の実施

（主催 奈良県がん診療連携協議会 相談支援分科会）
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●●●●奈良県がん予防対策推進委員会（受診率向上部会）奈良県がん予防対策推進委員会（受診率向上部会）奈良県がん予防対策推進委員会（受診率向上部会）奈良県がん予防対策推進委員会（受診率向上部会）

構成委員

県民、学識経験者、ボランティア、医師会、

奈良県がん検診応援団、保険者、市町村

平成２６年度：９名 平成27年度：９名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年９月開催予定

内 容（案）：

○市町村がん検診受診率（２6年度速報値）について

○平成26年度健康寿命を延長する取組推進モデル事業（受診率向上対

策）の成果について

○平成２7年度のがん予防対策の取組について

平成2７年度

計 画

１．｢がん検診を受けよう！」奈良県民会議の開催

10月10日(土) イオンモール橿原

総会、啓発活動、普及イベント（オープニングコンサート・対談

「がんのひみつ」）

２．がん予防推進員養成事業（三郷町・高取町）及びがん予防推進員

のフォローアップ研修会（天理市・香芝市・宇陀市・下市町）の

実施（各保健所で実施）

３．健康寿命を延長する取組推進モデル事業（受診率向上対策）の拡

大（H26：４市町→H27：９市町）

継続４市町（天理市・五條市・王寺町・川西町）及び新規5市町

（桜井市・御所市・葛城市・広陵町・下市町）の取組展開

○天理市：大腸がん検診の個別受診勧奨と5がんの効果的な

受診勧奨

○五條市：胃がん、乳がん検診の個別受診勧奨および未受診者へ

の再勧奨

○王寺町：肺がん検診の個別受診勧奨および未受診者への再勧奨

○川西町：子宮がん検診の個別受診勧奨および未受診者への

再勧奨

○桜井市：胃がん検診の個別受診勧奨および未受診者への再勧奨

○御所市：胃がん検診の個別受診勧奨および未受診者への再勧奨

○葛城市：胃がん検診の個別受診勧奨および未受診者への再勧奨

○広陵町：肺がん検診の個別受診勧奨および未受診者への再勧奨

○下市町：胃がん、肺がん検診の個別受診勧奨および未受診者へ

の再勧奨

４．平成26年度健康寿命を延長する取組推進モデル事業（受診率向上

対策）報告会の開催

対 象：全市町村

開催日：平成27年6月10日

５．奈良県がん検診応援団会議の開催、応援団と連携した普及啓発
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●●●●奈良県がん予防対策推進委員会（精度管理部会）奈良県がん予防対策推進委員会（精度管理部会）奈良県がん予防対策推進委員会（精度管理部会）奈良県がん予防対策推進委員会（精度管理部会）

構成委員

専門医、医師会、検診機関、市町村、保健所

平成２６年度：１１名 平成27年度：１２名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年１０月開催予定

内 容（案）：

○市町村がん検診受診率（H26年度速報値）

○市町村がん検診精度管理調査結果

○市町村がん検診登録精密医療機関現況調査結果

○がん検診精度向上に関する取組

○奈良県がん検診実施要領の変更について（胃がん）

平成2７年度

計 画

１．市町村がん検診の精度管理調査

（国立がん研究センターと共同実施）

２．精度管理調査及びがん検診プロセス指標値をもとに市町村がん検

診の精度を評価、結果の公表、市町村、検診機関への指導

３．市町村がん検診登録精密医療機関現況調査

４．がん検診従事者研修会の実施（年９回予定）

・平成27年8月27日 大腸がん検診従事者研修会

・平成27年9月17日 がん精度管理研修会

・平成27年11月14日 胃がん検診従事者研修会

（日程確定分のみ記載）

胃がん、肺がん従事者研修会については継続実施。

H27年度、新規に大腸がん、乳がん検診読影研修会の開催

５．国のがん検診の指針の改正に伴い、奈良県市町村がん検診実施要

領の改正のためのワーキング会議開催

（胃がん検診：胃内視鏡検査の導入、乳がん検診：マンモグラ

フィ単独実施）

６．地域がん登録のデータを活用したがん検診事業評価方法の検討
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●●●●がんの教育部会がんの教育部会がんの教育部会がんの教育部会

構成委員

平成27年度は、下記の委員で構成

奈良県教育委員会学校保健技師(医師)、有識者、医師会代表、

中・高等学校長会代表、中学校保健教育研究会代表、

高等学校等保健体育学会代表、各関係担当課課長

平成２６年度：８名 平成２７年度：１１名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年７月２３日（木）

開催場所：奈良県文化会館 第２会議室

参加委員： ８名 代理２名

内 容：・文部科学省事業「がんの教育総合支援事業」について

・学校におけるがん教育の在り方について

・平成26年度「がんの教育総合支援事業」の取組の報告

・平成27年度「がんの教育総合支援事業」の計画について

主な意見：・昨年度、授業を参観して、がん教育の目標を達成するた

めには、２～３時間の授業時間確保が必要。

・現在、体育教員による保健学習の充実が求められている

が、より専門性の髙い授業として、有識者やがん経験者

等の外部講師による授業も考えられるのではないか。

・家族の中にがん患者への配慮は必要であるが、正しい知

識を伝えていく必要性がある。

・がんの教育を通して、生き方を見直す機会にしたい。

そのために必要な知識と行動変容に結びつけられるよう

な学習を検討していけばよいのではないか。

平成2７年度

計 画

【がんの教育総合支援事業の継続実施】

〇推進会議（３回）

・がんの教育推進に向けた計画についての検討と進捗管理

・がんの教育の指導内容・方法等についての検討と承認

・がんの教育の関する取組の検証

〇ワーキング（有識者の監修）

・中学校…パワーポイント資料を活用した授業の展開の検討

公開授業の実施

実践状況の把握

・高等学校…がんの教育に関する教材（リーフレット）の作成、配布
がんの教育の進め方（指導案・補助教材資料）の作成

○「がんの教育」研修会の実施（中学校教職員対象）９／３

・授業実施に向けての研修会及び教材等の配布

（パワーポイント資料・補助教材等）

〇実践発表（中学校）及び講演会の開催（中・高等学校教職員対象）

〇モデル校による授業の実施

（大淀高等学校・奈良情報商業高等学校の２校）

資料2-６



●●●●奈良県たばこ対策推進委員会奈良県たばこ対策推進委員会奈良県たばこ対策推進委員会奈良県たばこ対策推進委員会

構成委員

県民、学識経験者（奈良女子大学）、奈良県医師会、

奈良県薬剤師会、奈良県歯科医師会

平成２６年度：５名 平成27年度：５名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年９月開催予定

内 容（案）：

○平成２７年度たばこ対策事業の進捗状況について

○平成２８年度たばこ対策事業の取組方向性について

平成2７年度

計 画

１．禁煙支援リーフレットの配布および効果検証

・県内の希望市町村で実施している特定健診やがん検診等で

禁煙支援リーフレットを活用した禁煙支援を実施

（香芝市、宇陀市、御所市、ほか６市町村）

・効果検証のための調査（H27.12～H28.2予定）

２．未成年者禁煙支援相談事業（H27.4～H27.7)

・利用者：２名（中学生１名、高校生１名）

３．禁煙支援アドバイザー研修会

・対象者：市町村および保健所のたばこ対策担当者

・開催日：平成２８年８月２４日（月）予定

４．ＣＯＰＤ予防講演会

・平成２７年１１月１４日（土）予定 安堵町福祉保健センター

・平成２７年１２月５日（土）予定 広陵町さわやかホール

５．世界禁煙デーでの啓発キャンペーン

・県下大型商業施設３箇所でキャンペーンの開催

６．市町村庁舎の禁煙実施状況調査と結果公表

・市町村本庁舎禁煙実施

３６市町村（H26.4)⇒３７市町村（H27.4）
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●●●●就労支援部会就労支援部会就労支援部会就労支援部会

構成委員

公募委員、奈良県労働局、ハローワーク、社会保険労務士、奈良産業

保健総合支援センター、企業、がん診療連携拠点病院

平成２６年度：９名 平成27年度：９名

平成2７年度

第1回部会

開催日時：平成２７年７月２３日 １４時～１５時４５分

開催場所：奈良県庁 第１会議室

参加委員：７名

内 容：・平成２７年度就労支援の取組について

・各立場での就労支援の課題について

・患者体験調査・診療所調査・病院調査について

主な意見：・がん診療拠点病院での就労相談については、周知が進む

ことで、相談件数も多くなってきている。

・相談内容として複合的に絡み合っていることが多く、他

機関との連携も重要。

・がん患者が、病気を理解し、会社に正しく伝えられてい

ない。会社は情報が少なく、どうしたらいいのか困って

いる。

・会社が相談できる窓口があればいい。

・ハローワーク等の就労相談の担当者が、がんの基礎知識

や相談窓口等について学ぶ機会も必要。

平成2７年度

計 画

１．中間評価の就労支援分野のまとめ

２．がん相談支援センターの就労相談の啓発、実施

３．産業医研修（奈良産業保健総合支援センターと共催）の実施

４．ハローワーク等就労相談窓口担当者研修の実施
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